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で
は
、
町
民
の
方
に
ゴ
ミ
の

　
　
　

分
別
に
関
す
る
指
導
や
、
不

法
投
棄
の
監
視
等
環
境
に
関
す
る
取

り
組
み
を
地
域
で
進
め
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
各
地
区
の
再
生
利
用
等
推

進
リ
ー
ダ
ー
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
推
進
リ
ー
ダ
ー
の
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ゴ
ミ
の
分
別
等
で
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
住
民
安
全

課
、
ま
た
は
各
地
区
の
推
進
リ
ー
ダ
ー

の
方
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町行政区 氏　名

早 瀬 橋本 善彦

笹 田 知場 富雄

日 向 志賀 繁男

気 山 田邊 清之

大 薮 政岡 隆一

金 山 三好 敏弘

久 保 内田 濱子

郷 市 山本 和美

松 原 池田 喜治

久々子 畠中 義和

矢 筈 濱岸 　豊

河原市 中谷 恒雄

南 市 石嶋 　孝

和 田 今安 えつ子

木 野 大同 　保

佐 柿 髙木 健治

麻 生 佐竹 克己

中 寺 安武 恒夫

宮 代 武田 喜孝

行政区 氏　名

小三ケ 安井 増治

新 庄 小林 勝海

野 口 馬野 福義

佐 野 大塩 和美

上 野 前田 博信

興道寺 藪ノ内太喜

雲 谷 中村 俊彦

小 倉 岡崎 節子

栄 仲島 太一

坂 尻 谷口真理子

山 上 石丸 雅宏

太 田 山路 　保

佐 田 小林 幸男

北 田 鳥井 博史

菅 浜 吉本 　栄

竹 波 中村 治正

丹 生 浜野 利彦

けやき台 荻田 利幸

□ 再生利用等推進リーダー名簿( 敬称略 )

　
　
　

で
は
住
宅
用
太
陽
光
発
電
装

　
　
　

置
の
設
置
費
に
つ
い
て
補
助

制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
今
年
度

そ
の
内
容
が
一
部
改
正
に
な
り
ま
す

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
法
人
に
つ
い
て
も
補

町

助
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
設
置

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
町
住
民
安

全
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度 

太
陽
光
発
電
補
助
制
度

・
補
助
対
象

　

国
が
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
対

象
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
要
す
る
経
費

平
成
22
年
度
変
更
点
に
つ
い
て

・
補
助
内
容

　

1
ｋ
ｗ
／
１
２
，０
０
０
円

※
4
ｋ
ｗ
上
限

　

ま
た
、
同
一
住
宅
に
対
す
る
補
助

金
の
交
付
は
1
回
限
り

・
対
象
者

　

本
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

町
税
等
に
滞
納
が
な
い
も
の

・
補
助
対
象

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん

・
補
助
内
容

　

変
更
あ
り
ま
せ
ん

・
対
象
者

　

電
灯
契
約
を
結
ん
で
い
る
個
人
ま

た
は
法
人(

個
人
事
業
主
含
む)

で
あ

り
、
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
も
の
。

　

設
置
す
る
建
物
は
、
町
内
で
住
居

と
し
て
使
用
し
て
い
る(

予
定
を
含

む)

も
の
で
あ
る
こ
と(

店
舗
、
事
務

所
と
の
兼
用
は
可
能
で
す
。)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

平
成
22
年
度

再
生
利
用
等
推
進
リ
ー
ダ
ー
が
決
定

太
陽
光
発
電
補
助
制
度
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

相談してください

ゴミの分別のこと
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、6月19日から7月16日までの美浜発電所の状況等
についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
22
年
7
月
3
日
～
）

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
22
年
4
月
16
日
～
）

美
浜
2
号
機

美
浜
3
号
機

　

定
格
熱
出
力
一
定
運
転
中

（
平
成
21
年
12
月
18
日
～
）

　
　
　

月
28
日
に
、
関
西
電
力
㈱
の
八
木

　
　
　

誠
取
締
役
副
社
長(

現･

取
締
役
社

長)

が
町
役
場
を
訪
れ
、
美
浜
発
電
所
１

号
機
の
今
後
の
運
転
方
針
を
山
口
町
長
に

報
告
し
ま
し
た
。　

　

関
西
電
力
㈱
は
、
美
浜
1
号
機
が
今
年

の
11
月
28
日
を
も
っ
て
運
転
開
始
か
ら
40

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
高
経
年
化
技
術

評
価(

※
1)

を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
く
長

期
保
守
管
理
方
針(

※
2)

を
策
定
し
、
昨

年
11
月
5
日
に
保
安
規
定
の
変
更
を
国
に

申
請
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
国
の

認
可
が
お
り
た
こ
と
を
受
け
、
社
の
方
針

を
固
め
報
告
に
訪
れ
た
も
の
で
す
。

美
浜
発
電
所
1
号
機
の

運
転
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た

　
　
　

告
で
は
、
ま
ず
八
木
副
社
長
か
ら

　
　
　

山
口
町
長
に｢

美
浜
発
電
所
1
号

機
の
今
後
の
運
転
方
針
に
つ
い
て｣(

11
頁

掲
載)

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
八
木
副
社
長
は｢

本
日
、
美

浜
1
号
機
の
40
年
目
以
降
の
運
転
に
つ
い

て
、
経
済
産
業
大
臣
よ
り
認
可
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
弊
社
と
し
て
は
、
今
後
の
運

転
期
間
を
最
長
10
年
程
度
と
す
る
こ
と
と

し
、
具
体
的
な
運
転
停
止
時
期
は
、
今
後

行
う
美
浜
2
号
機
の
高
経
年
化
技
術
評

価
結
果
や
日
本
原
子
力
発
電
㈱
の
敦
賀

3･

4
号
機
か
ら
の
受
電
計
画
等
を
検
討

し
た
う
え
で
、
来
年
の
秋
頃
に
お
示
し
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
美
浜
1

号
機
の
後
継
機
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
を
行
う
こ
と
と
し
、
地
元
の
皆
様
の

ご
理
解
を
得
て
、
今
後
自
主
的
な
調
査
と

し
て
動
植
物
調
査
や
地
形
地
質
調
査
を
実

施
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
構
想
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。｣

と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
山
口
町
長
は｢

町

と
し
て
は
、
今
後
国
の
審
査
結
果
を
詳
し

く
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
町
議
会
や
町
が

設
置
し
て
い
る
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
等
の
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
方

針
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
後

継
機
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

各
種
団
体
か
ら
増
設
の
請
願
や
陳
情
等
が

あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
回
の
方
針

は
、
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え
た
も
の
と
判

断
し
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
面
か
ら
の
期
待
が
高
ま
っ

て
お
り
、
先
日
福
井
市
で
行
わ
れ
た
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
で
は
、『
原

子
力
発
電
の
推
進
』が
福
井
宣
言
に
盛
り

込
ま
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
美
浜
3
号
機

の
事
故
以
降
、
関
西
電
力
㈱
が
進
め
ら
れ

て
き
た｢

安
全
文
化
発
祥
の
地｣

の
取
り
組

み
が
、
原
子
力
発
電
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
く
中
で
、
今
後
も
大
き
く
貢
献
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。｣

と
話
さ
れ
、
町
か
ら
の
要
望
と
し

て
、
次
の
3
点
を
関
西
電
力
㈱
に
求
め
ま

し
た
。

①
美
浜
1
号
機
の
停
止
は
、
地
域
経
済
に

　

与
え
る
影
響
が
極
め
て
大
き
い
と
考
え

　

ら
れ
る
た
め
、
そ
の
影
響
が
少
な
く
な

　

る
よ
う
配
慮
い
た
だ
く
こ
と
。

②
運
転
方
針
や
後
継
機
の
自
主
調
査
は
、

　

町
民
の
理
解
を
得
て
進
め
る
こ
と
が
重

　

要
で
あ
る
こ
と
。

③
後
継
機
の
構
想
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

　

時
期
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

　

こ
の
要
望
を
受
け
、
八
木
副
社
長
は

｢

美
浜
1
号
機
の
高
経
年
化
技
術
評
価

は
、
こ
れ
ま
で
も
各
戸
訪
問
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
広
報
紙
の
発
行
、
あ
る
い

は
説
明
会
等
の
活
動
を
通
し
て
、
地
元

の
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
運
転
方
針

↑八木取締役副社長 ( 当時 ) から運転方針を受け取る山口町長

６

報
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美浜発電所1号機の今後の運転方針について

　美浜発電所(以下｢美浜1号機｣という)は、昭和45年に営業運転を開始して以来、本

年11月28日で40年を迎えることとなりますが、当社としましては、今後の運転に

ついて以下の方針に基づき対処してまいりたいと考えておりますので、ご報告致し

ます。

　美浜1号機は、営業運転を開始以降、予防保全対策として蒸気発生器の取替えをは

じめ、各種設備の改善や更新を積極的に実施するとともに、定期検査などにおいて

設備の点検・保守を確実に実施し、発電所の安全性と信頼性の向上に努めてまいり

ました。

　また、高経年化技術評価において、運転開始から60年の運転期間を仮定して評価

を行い、現在の保全活動に加えて一部の機器に追加保全策を講じることで、40年目

以降もプラントを健全に維持できることを確認するとともに、同評価に基づく追加

保全策を長期保守管理方針として取りまとめ、昨年11月5日、同方針に係る保安規

定変更認可を経済産業省に申請いたしました。

　美浜1号機の高経年化技術評価と同評価に基づく長期保守管理方針については、立

入検査を含めた経済産業省による審査の結果、本日、経済産業大臣より保安規定変

更認可を受けました。

　当社におきましては、エネルギーセキュリティ、地球温暖化対策、需給動向等を

勘案しながら美浜1号機の運転方針を検討してまいりましたが、美浜1号機の今後

の運転期間については、本日の国の認可を受けた長期保守管理方針の範囲内におい

て、最長で10年程度とする運転方針を決定しました。

　また当社では、わが国における低炭素社会の実現に引き続き貢献していくととも

に、当社の使命である電力の安定供給、さらには地域の発展、地域との共生といっ

た責務を将来にわたって果たしていくため、美浜1号機の後継機設置の可能性につい

て、検討を行うこととし、地元の皆様方のご理解を得て、今後、自主的な調査とし

て動植物調査や地形･地質調査を実施しながら、具体的な検討を進めてまいります。

　当社としましては、今後とも、安全確保を最優先に原子力発電所の安全･安定運転

に努め、地元をはじめとする皆さまのご理解を頂きながら、原子力発電事業を推進

してまいりますので、変わらぬご指導ご鞭撻の程宜しくお願い申し上げます。　　

以上

に
つ
き
ま
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
町
当

局
と
相
談
し
な
が
ら
、
地
元
の
皆
様
に

ご
理
解
を
得
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
お
聞
き
し
た
3
点
の
要
望
に
つ

き
ま
し
て
は
、

①
発
電
所
は
、町
の
地
場
産
業
で
あ
る
こ

　

と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。発
電
所
停
止

　

に
よ
る
地
元
経
済
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

は
、後
継
機
の
構
想
を
含
め
た
形
で
で
き

　

る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

②
こ
れ
か
ら
自
主
的
な
調
査
に
入
り
ま
す

　

が
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な
が

　

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

③
現
時
点
で
お
示
し
で
き
る
状
態
に
は

　

あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
早
く

　

ま
た
、
美
浜
1
号
機
の
継
続
運
転
と
後

継
機
の
設
置
を
進
め
る
う
え
で
は
、
今
稼

働
し
て
い
る
発
電
所
の
安
全
確
保
と
安
全

安
定
運
転
が
大
事
で
、
こ
れ
を
な
く
し
て

は
、
地
元
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
町
議
会
や
町
原
子
力
環

境
安
全
監
視
委
員
会
等
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
な
が
ら
、
町
の
方
針
を
決
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

↑関西電力㈱から提出された美浜発電所 1 号機の今後の運転方針 　

構
想
を
取
り
ま
と
め
た
い
と
考
え
て

　

い
ま
す
。

※1 高経年化技術評価

※2 長期保守管理方針

　原子力発電所において安全上特に重要な機器や構造物(容器･配管･ポンプ･弁

･コンクリート構造物等)について、60年間の運転期間を仮定した長期間の使用

に対する健全性を確認し、経年劣化事象の発生及び進行傾向に対して現状の保

全活動の妥当性や耐震性の影響等について評価すること。

　高経年化技術評価に基づき、今後10年間で必要となる点検や機器の取り替

えを追加保全策として取りまとめたもの。



お知らせ

募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４
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農林水産課　３２－６７０６
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生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

12広報みはま

ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談
会
が　
　
　

　
　
　
　
　
　

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当
・
田
村
）

☎
32
‐
６
７
０
３

「
飼
い
犬
登
録
」と「
狂
犬
病

予
防
注
射
」を
お
忘
れ
な
く

● 

飼
い
犬
の
登
録
︵
一
生
涯
に
１
度
）

　

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
い
始
め
た
日
か
ら

30
日
以
内
に
町
役
場
へ
登
録
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
生
後
90
日
以
内
の
犬
は
、
生
後
90
日
を

　

経
過
し
た
日
と
な
り
ま
す
。

● 

狂
犬
病
予
防
注
射
︵
１
年
に
１
回
）

　

飼
い
主
は
、
飼
い
犬(

品
種
、
室
内
飼

い
な
ど
の
区
別
な
く)

に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
は
町
住

民
安
全
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
の
際
に

は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
明
書(

狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
た
病
院
で
も
ら
え
ま

す)

を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
日 

時　

8
月
20
日(

金)

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
5
時

○
会 

場　

中
央
公
民
館

○
対 

象 

者

　

概
ね
15
歳
か
ら
40
歳
ま
で
の
若
者
無
業

者
及
び
そ
の
家
族　

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

☎
０
７
７
６
‐
21
‐
０
３
１
１

　

町
商
工
観
光
課(

担
当･

竹
内)

☎
32
‐
６
７
０
５

　

若
者
の
就
労
へ
の
自
立
支
援
を
目
的

に
、
仕
事
や
就
職
に
関
す
る
相
談
に
専
任

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
個
別
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の　
ご
案
内  

　

｢
国
の
教
育
ロ
ー
ン｣

は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や

外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学･

在
学
す

る
お
子
様
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

● 

融
資
額(

学
生･

生
徒
1
人
に
つ
き)

　

３
０
０
万
円
以
内

● 

利   

率　

年
2.75
％(

6
月
1
日
現
在)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

｢

国
の
教
育
ロ
ー
ン｣

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

　

日
本
政
策
金
融
公
庫 

武
生
支
店

☎
０
７
７
８
‐
23
‐
１
１
３
３

● 

返
済
期
間　

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
の
利
率
は
、

　
　
　
　
　

年
2.35
％(

6
月
1
日
現
在)

※
母
子
家
庭
の
方
は
18
年
以
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
生
涯
学
習
課(

担
当
・
田
辺
）

☎
32
‐
６
７
０
９

京
都
大
学
交
響
楽
団
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

　

京
都
大
学
交
響
楽
団
は
、
国
内
大
学
屈

指
の
実
力
と
伝
統
を
誇
る
楽
団
で
す
。
今

回
の
演
奏
会
で
は
野
原
広
子
さ
ん(

声
楽

家)

、
美
浜
中
学
校･

美
方
高
校
吹
奏
楽
部

と
の
共
演
も
あ
り
ま
す
。

　

時
間
と
情
熱
を
か
け
た
純
粋
な
音
楽
を

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

○
日 

時　

8
月
17
日(

火)

　
　
　
　
　

開
場　

午
後
6
時

　
　
　
　
　

開
演　

午
後
6
時
30
分

○
会 

場　

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ


